
２０２５年度（令和７年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

柳津学区まちづくり推進委員会 委員長 大村 泰士 

  (問合せ先) ０８４－９３３－４２１６（柳津交流館） 

事業内容 

（１）いきいき教室     いきいきサロン            毎月第３金曜日 

（２）青少年見回り活動   朝のあいさつ運動           毎月１７日 

夜間パトロール            毎月１７日 

やなフェス・秋大祭見守り他      ８月・１０月 

（３）安全・安心我が家の防火教室                 １２月１３日 

（４）生活支援事業         ゴキブリ団子づくり          ５月８日 

廃油石鹸づくり            １０月２０日・２７日 

（５）環境美化推進事業   空き缶等散乱ごみ拾い         ６月１日・９月７日 

              各自治会清掃(溝掃除等)        通年 

幟・看板等設置等の啓蒙活動      ６月・９月 

（６）安全啓発事業     街頭指導               毎月１日・１５日 

              交通安全運動街頭活動         ４月１０日・７月１１日 

９月２２日・１２月１日 

              ３色餅作り              １１月２９日・３０日 

カーブミラー清掃・点検        ９月２８日 

自転車の安全な乗り方教室       ４月～６月(週４回) 

９月～３月(週２回) 

（７）健康推進事業事業   ヤナリンピック            ５月２５日 

健康ウォーキング           ２月２２日 

（８）ふれあい事業     やなフェス              ８月２日 

              ふれあい祭              １１月２日 

              映画上映会              １１月３日 

（９）伝統文化継承事業   とんど                １月１２日 

（10）緑化推進事業     ばら花壇・町内花壇整備        通年 

（11）防災活動推進事業   柳津学区避難訓練           １１月２３日 

（12）やないづ広場     夏休みこどもクラブ  

世界のお金             ７月２２日 

科学教室              ７月２３日 

風鈴に好きな絵をかいてみよう    ７月２４日 

               わくわく動物園           ７月２５日 

              春休みこどもクラブ 

               科学教室              ３月２６日 

              いきいきまちづくり 

トマトこうじづくり         ６月６日 

肉みそづくり            ９月１１日 



ドミノドキドキ大作戦        １１月１５日 

サークル活動体験会         １２月９日～１６日 

しめ縄飾りを作ろう         １２月２０日 

きてみにゃわからん         毎月第４金曜日 

（13）まちづくり推進委員会運営事業                通年 

成 果 

昨年度の反省を生かしながら同じ行事を実施した。町民への周知が広まったため参加者が増えた。特に、子ど

もの参加者が増えたため、その家族の参加者も増えることになった。参加者の満足度は高かった。今年度、公

式ＬＩＮＥを使った広報活動を９月から開始したが、年度末までに加入者が 200人を超えた。これにより、回

覧板などでお知らせしておいた行事でも再度配信することで参加者の増加につながった。また、雨天順延等の

行事の急な変更を、町民の一部ではあるが、公式ＬＩＮＥでお知らせできるようになった。また、各団体は年

度当初に計画した事業を実施することができた。 

課 題 

団体の役員が高齢化していること、自治会、体育会などを退会する人が少しずつ増えていることを考えると、

活動を若い世代にとって魅力的なものにしていく必要がある。ボランティア参加者が増えてはいるがまだ十分

ではないため、公式ＬＩＮＥを活用するなどしてアピールしていく必要がある。 

課題解決にむけて 

若い世代の意見を吸収できる場所を作ることを考える必要がある。 

公式ＬＩＮＥ加入者が増えることは、広報活動においても自主防災に関しても有効なので、いろいろな工夫を

して加入者を増やしたい。手軽に気楽にできるボランティア活動を増やすなどして、ボランティア活動に参加

する人を増やしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恐竜コスプレやキッチンカーを活用するなど、子

どもが参加しやすい競技を増やす工夫をすること

で子どもやその家族も参加することになり、全体

の参加者が増えた。 
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昨年と同じく８月最初の土曜日にボランティアが運営する屋台を

中心に、スイカ割りや花火の打上げなどのイベントを組み合わせた

行事を開催した。 

昨年の反省で熱中症対策として、開催時間を１時間遅くし、片づけを翌日の朝にしたため、昨年よりは

涼しかったと好評であった。参加者は昨年を上回るほどで、大盛況であった。特に多かったのは子ども

を連れた家族連れだった。 

スーパーボールすくい 輪投げ 

花火の打ち上げ 

グルメ スイカ割り 

自治会連合会と子ども会が共同で準備をし、消防団の協力を得て実施した。

伝統行事の継続は少しずつ難しくなっているが、町民の協力を得て、何とか

継続していきたい。 
子どもたちはマシュマロを

焼いて食べました 


